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演題：マウス視交叉上核には複数の概日振動体が存在する ー その局在と機能 

 
 
視交叉上核（SCN）に存在する概日時計は、外界の光周期の変化に応答し、

動物の行動や生理機能の季節応答を制御する。夜行性げっ歯類の行動リズムを

調べた研究から、行動の概日リズムは、２つの概日振動体によって制御される

という「２振動体仮説」が古くから提唱されている 1。すなわち、活動の開始

を制御する Evening（E）振動体、活動の終了を制御する Morning（M）振動体

の２つが存在し、それらの位相関係により動物の活動期の位相と長さが決めら

れると考えられている。しかし、E および M 振動体の存在は仮説のまま、その

実態は明らかにされていなかった。 
近年、概日時計に関わる時計遺伝子の発現リズムをルシフェラーゼ発光によ

りイメージングし、概日時計の挙動を細胞レベルで追跡する技術が大きく進歩

した。この技術を利用したマウス SCN の解析により、E および M 振動体は 
SCN 内で吻側と尾側に分かれて局在することが明らかになった2。さらに詳細

な局在を明らかにするため、我々は SCN の水平断スライスの発光リズムをピ

クセルレベルで統計的に解析する方法を確立した。その結果、SCN を4つの振

動領域に分けることができた。本セミナーでは、この4つの振動領域の局在と

機能について紹介したい。 
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